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様式第１号(第２条関係）

■ 年 2 月 2 日

印

■ 年度八尾市校区まちづくり交付金の交付について、下記の通り申請及び請求します。

円

所在地

八尾市校区まちづくり交付金（運営基本枠）交付申請書兼概算払請求書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名

代表者氏名

交付申請額 500,000
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様式第２号(第２条関係）

■ 年 2 月 2 日

■

円

円

１ 事業計画書（様式第３－１号、様式第３－２号）

２ 収支予算書（様式第４－１号、様式第４－２号）

３ 総会議事録及び総会資料

４ その他（　　　　　　　　　　

所在地

八尾市校区まちづくり交付金（事業提案枠）交付申請書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名

うちチャレンジ
メニュー加算額

250,000

添付書類

代表者氏名

※代表者本人が自署しない場合のみ、押印が必要です。

年度八尾市校区まちづくり交付金の交付について、下記の通り申請します。

交付申請額 776,500
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様式第３－１号(第２条関係） 年度　事業計画書■

取り組み名称① 防犯パトロール

取り組み内容
小学校の下校時間に合わせて、青色防犯パトロール車や自転車パトロールで校区内の巡回を
行う。危険個所については、特に重点的に見回りをし、子どもたちが安全に登校できるよう
子どもの見守りも併せて行う。

該当するわがまち推進計画 ①安心して暮らせるまち 関連するわがまち推進計画

まちづくりへの効果 子どもから高齢者までが安心して暮らせ、みんなが危険のない日常を送ることが期待できる。

取り組み名称② 防災訓練

取り組み内容
実際の災害時時を想定し、避難訓練、放水訓練、救急救命訓練、避難所運営訓練を行い、あ
わせて防災訓練参加者を対象とした自助の啓発に関するワークショップを開催する。

実施予定日(頻度) 毎週(月～金曜日) 実施予定場所 校区内全域

対象者 校区住民 参加予定人数

対象者 校区住民 参加予定人数 約250人

まちづくりへの効果 いざというときを想定し訓練することで発災時の近隣住民同士での共助の啓発を進める。

該当するわがまち推進計画 ①安心して暮らせるまち 関連するわがまち推進計画 ②みんなで話し合えるまち

実施予定日(頻度) 11月3日 実施予定場所 ○○小学校

実施予定日(頻度) 月２回程度更新 実施予定場所

対象者 校区住民 参加予定人数 ＨＰ・ＳＮＳ更新担当者：５名

取り組み名称③ 情報発信の強化

取り組み内容
ホームページ及びインスタグラムを開設し、まちづくり協議会や取り組みについて広くＰＲ
していく。

該当するわがまち推進計画 ③住みよいまち 関連するわがまち推進計画

該当するわがまち推進計画 ②みんなで話し合えるまち 関連するわがまち推進計画 ③住みよいまち

実施予定日(頻度) 9月15日 実施予定場所 ○○小学校

まちづくりへの効果 まち協の取り組みについて広く知ってもらえるだけでなく、新たな担い手確保につながる。

取り組み名称④ ワークショップ開催

取り組み内容
校区住民を対象に参加者を募集し、ワークショップを開催し、まちづくり協議会の取り組み
やまちづくりの課題解決のための話し合いを行う。

対象者 校区住民 参加予定人数 約50人

まちづくりへの効果
ワークショップでの話し合いを通して地域の課題やまちづくりへの意見を集約することでま
ち協の活動へ反映していく。
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様式第３－２号(第２条関係） 年度　事業計画書（チャレンジメニュー）■

チャレンジメニュー加算額 250,000

チャレンジメニュー①

該当するメニュー 1-①「自助」の取り組みの定着・促進 加算額 100,000

チャレンジメニュー②

該当するメニュー 3-①ホームページやインスタグラムやXなどSNSの導入 加算額 50,000

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください
情報発信の強化

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください
防災訓練

取り組み内容

防災訓練において、実際に避難所へ避難すると想定して、参加者が各家庭で備蓄している物
資や非常持出品を持参してもらう。訓練では参加者によるワークショップを開催し、参加者
が持ってきた非常持出品や自宅で行っている自助の取り組みについて話し合ってもらう。各
班で１番良い取り組みをしているとされた方に発表いただき、各自の災害に対する備えや自
助の啓発につなげる。

加算の充当取り組み 情報発信の強化

取り組み内容
ホームページ及びインスタグラムのアカウントを開設し、行事開催前には参加者や担い手の
募集、行事開催後には行事の写真などで広報し、まちづくり協議会や取り組みをより知って
もらい、関わる人が増えるようにＰＲを進めていく。

加算の充当取り組み 防犯パトロール

チャレンジメニュー③

該当するメニュー 2-①対話の場づくり 加算額 50,000

チャレンジメニュー④

該当するメニュー 2-②事務局の設置 加算額 50,000

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください
ワークショップ開催

取り組み内容
幅広い住民の意見を集め、今後のまちづくり協議会の活動や取り組みへ反映していく。ま
た、参加者にまち協の活動に興味をもってもらえるようにＰＲを行い、新たな担い手発掘に
つなげる。

加算の充当取り組み 情報発信の強化

取り組み内容
規約を改正し、まちづくり協議会に関する書類作成や会計処理、連絡・調整を担う事務局を
設置する。まち協運営の強化につなげるとともに、総会議事録やまち協の運営についてＨＰ
での公開を進め、校区住民にまち協の情報が行き渡るようにし、ＰＲも進めていく。

加算の充当取り組み ワークショップ開催
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様式第４－１号(第２条関係)

■

【収入の部】 （単位：円）

金額

776,500

10,000

0

786,500

【支出の部】※予算内訳については別紙のとおり （単位：円）

寄付金等

1 防犯パトロール 10,000

2 防災訓練 0

3 情報発信の強化 0

4 ワークショップ開催 0

5 ○○フェスタ

6

7

8

9

10

11

12

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

積立て事業 0

10,000

事業収入(参加費、売上等)

その他

収入合計

年度　収支予算書（全体総括）

科目 予算内訳

交付金

寄付金・協賛金収入

30,000 30,000

222,400 222,400

9,620 9,620

取り組み名称 予算額
財源

左のうち交付金充当額

124,480 114,480

200,000 200,000

200,000 200,000

支出合計 786,500 776,500
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様式第４－２号(第２条関係）

年度　収支予算書

※物品購入費は運営基本枠及び事業提案枠の申請額の３割が上限となりますので、運営基本枠で執行する予定の物品

購入予定額を加味して申請してください。(運営基本枠のみを申請する場合は20万円が上限となります。)

※運営基本枠の物品購入予定額の金額については、物品購入費の上限額の把握のため見込みでの記入で構いません。

※実績報告時に物品購入費が運営基本枠及び事業提案枠の３割を超過した場合は、翌年度の物品購入費の上限額から

減額となる場合があります。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

50

■

申請額
物品購入
予定額

物品購入費
３割上限額

運営基本枠 500,000 110,000

322,950事業提案枠 776,500 194,100

合計額 1,276,500 304,100

取り組み名称 科目 内容 金額 備考

防犯パトロール 03 燃料費/光熱水費 青パトガソリン代　50,000円 50,000

防犯パトロール 07 役務費 青パトリース代（10,000×4回） 40,000
10,000円については
■年度の青パト寄付
金を充当

防犯パトロール 02 物品購入費 無事旗(306×80人) 24,480

防災訓練 02 物品購入費 防災訓練炊き出し用食材一式(豚汁100円×300食) 30,000

情報発信の強化 02 物品購入費 ノートパソコン　130,000円 130,000

情報発信の強化 07 役務費 レンタルサーバー費用(■年４月～□年３月) 66,000

情報発信の強化 04 委託料/保守点検費 PC点検サービス(５年) 26,400

ワークショップ開催 02 物品購入費 ワークショップ用マジック(８色セット900円×６セット) 5,400

ワークショップ開催 02 物品購入費 ワークショップ用模造紙(90cm×10m巻2,110円×２巻) 4,220

200,000

合計 776,500

積立て事業 200,000
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様式第６号(第２条関係）

■ 年 7 月 1 日

■

で申請します。

円

円

第 号 円

第 号 円

１ 【変更後】事業計画書（様式第３－１号、様式第３－２号）

２ 【変更後】収支予算書（様式第４－１号、様式第４－２号）

３ 総会議事録及び総会資料

４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交付金変更交付
申請額

1,326,500

八尾市校区まちづくり交付金　事業計画等変更申請書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名 ○○小学校区まちづくり協議会

所在地 八尾市△△町１－１－１

代表者氏名 八尾　花子

※代表者本人が自署しない場合のみ、押印が必要です。

年度八尾市校区まちづくり交付金事業計画等について、下記の通り変更したいの

776,500

変更の内容及び
理由

事業提案枠で申請済みである取り組み名称①子ども工作教室について、子ど
もたちが作成した工作を展示し、見てもらう展示会を開催するため、展示会
開催関係費用で追加で50,000円必要になったため。

添付書類

うちチャレンジ
メニュー加算額

0

既交付決定額
指令 〇 500,000

指令 〇
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様式第７号(第２条関係）

□ 年 4 月 3 日

■

円

■ 年 4 月 1 日付 指令 第 〇 号

年 月 日付 指令第 号

年 月 日付 指令 第 号

１ 事業報告書（様式第８－１号～様式第８－３号）

２ 収支報告書（様式第９－１号～様式第９－３号）

３ 備品購入内訳（様式第10号）

４ 会計監査報告書（様式第11号）

５ レシート等の写し

６ その他（　　                　　　　　　　　)

実績報告額 1,094,700

八尾市校区まちづくり交付金実績報告書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名

所在地

代表者氏名

※代表者本人が自署しない場合のみ、押印が必要です。

年度八尾市校区まちづくり交付金について、下記の通り報告します。

添付書類

交付決定通知及び
変更交付決定通知
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様式第８－１号(第２条関係） 年度　事業報告書■

取り組み名称① 防犯パトロール

取り組み内容
小学校の下校時間に合わせて、青色防犯パトロール車や自転車パトロールで校区内の巡回を行っ
た。危険個所については、特に重点的に見回りをし、子どもたちが安全に登校できるよう子ども
の見守りも行った。【年間実施回数：260回、年間走行距離：3,512km】

該当するわがまち推進計画 ①安心して暮らせるまち 関連するわがまち推進計画

取り組みの振り返り(よかっ
た点・悪かった点)

実施回数を増やし、ルートについて検討を行った成果もあり、実施したアンケートにおい
て、安全なまちであると回答する人の割合が前年度から５％上昇した。

実施状況 実施 ※一部実施・未実施を選択された場合は以下についても記載してください。

一部実施・未実施の理由

実施日(頻度) 毎週(月～金曜日) 実施場所

対象者 校区住民 参加人数

該当するわがまち推進計画 ①安心して暮らせるまち 関連するわがまち推進計画 ②みんなで話し合えるまち

実施日 11月3日 実施場所 ○○小学校

今後も取り組みを継続する場
合、次年度に向けた改善策

取り組み名称② 防災訓練

取り組み内容
○○小学校にて、実際の災害時時を想定し、避難訓練、放水訓練、救急救命訓練、避難所
運営訓練を行い、あわせて自助の啓発に関するワークショップを開催した。

実施状況 実施 ※一部実施・未実施を選択された場合は以下についても記載してください。

一部実施・未実施の理由

今後も取り組みを継続する場
合、次年度に向けた改善策

対象者 校区住民 参加人数 270人

取り組みの振り返り(よかっ
た点・悪かった点)

防災訓練に合わせてワークショップを開催したことにより校区住民がお互いに顔を合わせ
る機会を増やすことができ、さらに自助に関する意見交換の中で足りない部分を再確認す
ることができ、取り組みの効果を実感できた。

実施日 月２回 実施場所

対象者 校区住民 参加人数 ＨＰ・ＳＮＳ更新担当者：５名

取り組み名称③ 情報発信の強化

取り組み内容
ホームページとインスタグラムを開設し、防犯パトロールやワークショップ開催など活動
前には開催案内を投稿し、活動後にはその活動中の様子を投稿した。インスタグラムでは
計30投稿することができ、フォロワーの数も100人へと増えた。

該当するわがまち推進計画 ③住みよいまち 関連するわがまち推進計画

今後も取り組みを継続する場
合、次年度に向けた改善策

取り組みの振り返り(よかっ
た点・悪かった点)

新たにホームページ等を開設し、情報発信の機会を増やし地域のまちづくりの様子を共有
できたが、世代により広報の仕方を考える必要がある。

実施状況 実施 ※一部実施・未実施を選択された場合は以下についても記載してください。

一部実施・未実施の理由
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様式第８－２号(第２条関係） 年度　事業報告書（チャレンジメニュー）■

チャレンジメニュー加算額 150,000

チャレンジメニュー①

該当するメニュー 1-①「自助」の取り組みの定着・促進 加算額 100,000

実施状況 実施 ※一部実施・未実施を選択された場合は以下についても記載してください。

一部実施・未実施の理由

今後も取り組みを継続する
場合、次年度に向けた改善

策

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください
防災訓練

取り組み内容
実際に参加者が各家庭で備蓄している物資や非常持出品を持参し、ワークショップで自宅で
行っている自助の取り組みについて話し合ってもらった。各班から発表をしてもらうことで
各自の災害に対する備えや自助の啓発につなげることができた。

加算の充当取り組み 情報発信の強化

取り組み内容
ホームページ及びインスタグラムのアカウントを開設し、防犯パトロールやワークショップ
開催など活動前には開催案内を投稿し、活動後にはその活動中の様子を投稿した。活動前に
開催案内を投稿したことにより、活動の事前準備に関わってくれる人が数名増えた。

加算の充当取り組み 防犯パトロール

実施状況 実施 ※一部実施・未実施を選択された場合は以下についても記載してください。

チャレンジメニュー②

該当するメニュー 3-①ホームページやインスタグラムやXなどSNSの導入 加算額 50,000

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください
情報発信の強化

取り組み名称
※取り組みの中で実施する場合

は記載してください
ワークショップの開催

取り組み内容

加算の充当取り組み 情報発信の強化

一部実施・未実施の理由

今後も取り組みを継続する
場合、次年度に向けた改善

策

チャレンジメニュー③

該当するメニュー 2-①対話の場づくり 加算額 0

実施状況 未実施 ※一部実施・未実施を選択された場合は以下についても記載してください。

一部実施・未実施の理由
10月開催のフェスタを当初予定より大規模に実施することとなり、フェスタの準備や会議等
に時間がかかり、担い手の確保が難しく実施に至らなかった。

今後も取り組みを継続する
場合、次年度に向けた改善

策

例年秋頃は地域の行事も多く忙しくなることから、年度当初のイベントの少ない６～７月頃
に開催時期を変更するとともに、翌年度に向けて前年度中から内容の検討をすすめている。
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様式第９－１号(第２条関係)

■

【収入の部】 （単位：円）

金額

1,326,500

10,000

1,336,500

130,000

【支出の部】※実績内訳については別紙のとおり （単位：円）

寄付金等

0 運営基本枠 0

1 防犯パトロール 10,000

2 防災訓練 0

3 情報発信の強化 0

4 ワークショップ開催 0

5 ○○フェスタ 0

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

積立て事業 0

10,000

【交付金について】

事業収入(参加費、売上等)

その他

収入合計

年度　収支報告書（全体総括）

科目 予算内訳

交付金

寄付金・協賛金収入

305,600 305,600

124,480 114,480

28,990 28,990

取り組みに充当していない
寄付金等

取り組み名称 総額
(取り組みにかかる金額)

財源

左のうち交付金充当額

236,400 236,400

9,230 9,230

200,000 200,000

交付金充当額 1,094,700

差引合計 231,800

200,000 200,000

支出合計 1,104,700 1,094,700

交付決定額 1,326,500
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様式第９－２号(第２条関係）

年度　収支報告書

※物品購入費は申請総額の３割が上限です。(運営基本枠のみを申請した

場合は20万円が上限です。)

※チャレンジメニューの加算額については、取り組みが実施

されなかった場合は返金が必要となりますのでご注意ください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

50

■

交付決定額 支出済額 残額 物品購入額 物品購入上限額

運営基本枠 500,000 305,600 194,400

307,950 337,950事業提案枠 826,500

日付
取り組み名称又は

運営基本枠
科目 内容

389,100 687,400
（うちチャレンジメニュー） 250,000

合計額 1,126,500 694,700

金額
整理用紙

番号
備考

6/3 運営基本枠 01 謝金/旅費 会議資料作成15,000円（3,000円×5人） 15,000 1

6/30 子ども工作教室 02 物品購入費 色鉛筆7,300円（730円×10セット） 7,300 2

6/30 青色防犯パトロール 07 役務費 青パトリース代（４～６月分） 10,000 2

7/1 情報発信の強化 02 物品購入費 ノートパソコン130,000円 30,000 3

6/30 ワークショップ開催 02 物品購入費 ワークショップ用文房具一式 21,000 2

8/11 運営基本枠 07 役務費 ○○集会所使用料800円 800 1

7/21 運営基本枠 07 役務費 ○○集会所使用料800円 800 1

9/30 防犯パトロール 07 役務費 青パトリース代（７～９月分） 10,000 4

9/4 運営基本枠 06 印刷製本費 会議資料印刷2,000円（５円×20枚×20人） 2,000 1

11/20 運営基本枠 06 印刷製本費 会議資料印刷2,000円（５円×20枚×20人） 2,000 1

9/30 防犯パトロール 03 燃料費/光熱水費青パトガソリン代6,600円 6,600 4

3/23 運営基本枠 01 謝金/旅費 会議資料作成15,000円（3,000円×5人） 15,000 1

12/30 防犯パトロール 07 役務費 青パトリース代（９～12月分） 10,000 5

3/30 青色防犯パトロール 07 役務費 青パトリース代（１～３月分） 10,000 22

積立て事業 200,000

合計 894,700
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No.

・領収書の宛名、日付、但し書き等の記載がもれていないかご確認いただき、可能な範囲で、日付順に貼り付けてください。

・レシート等に交付金を使用していない物品の記載がある場合は、横線を引く等で対象でないことがわかるようにしてください。

・３万円以上の物品は備品になりますので、ご注意ください。

支払い関係書類整理用紙（レシート、領収書等貼り付け用）
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■

取り組み名 備品番号 購入年月日
購入・

取得金額
（税込/円）

保管
および

設置場所

情報発信の強化 ■-１ ■年７月１日 130,000
○○小学校区
集会所倉庫

130,000

様式第10号（第２条関係）

年度　備品購入内訳

備品名

ノートパソコン

※　単品３万円（税込）以上の備品のみ記載してください。
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■ ■ 年

4 月 □ 年 3 月 31

　  　 ■

□ 4 月 2 日

( ) 印

( ) 印

様式第11号(第２条関係）

会計監査報告書

　本会規則に基づき、 ○○小学校区まちづくり協議会 の  年度（

　また、 年度の収支報告書は本会の収支の状況を適正に表示しているものと認めま

1 日 から 日 まで ）の八尾市校区まちづくり交付金にお

ける事業の執行及び収支の状況について監査をいたしました。

　その結果、 ■ 年度の事業報告書は本会の状況を正しく示しているものと認めます。

監査 八尾　花子

す。

年

○○小学校区まちづくり協議会

監査 大阪　太郎

19 



□ 年 4 月 27 日

印

円

■ 年 4 月 1 第 号

■ 年 4 月 1 第 号

■ 年 7 月 1 第 号

円

□ 年 4 月 27 第 号

円

所在地 八尾市△△町１－１－１

代表者氏名 八尾　花子

八尾市校区まちづくり交付金の交付について、下記の通り請求します。

様式13号(第２条関係）

　八尾市校区まちづくり交付金交付請求書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名 ○○小学校区まちづくり協議会

〇

日付 指令

交付請求額 1,094,700

●

年度 ■ 年度

交付決定通知
及び

変更交付決定通知

日付 指令

日付 指令 〇〇

●●

確定通知額 1,094,700

交付決定額 1,326,500

確定通知 日付 指令
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■ 年 月 日

印

円

■ 年 4 月 1 第 号

円

交付請求額 776,500

様式第14号(第２条関係）

　八尾市校区まちづくり交付金(事業提案枠)概算払交付請求書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名 ○○小学校区まちづくり協議会

所在地 八尾市△△町１－１－１

代表者氏名 八尾　花子

八尾市校区まちづくり交付金の交付について、下記の通り請求します。

●

交付決定額 776,500

年度 ■ 年度

交付決定通知及び
変更交付決定通知

日付 指令
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□ 年 4 月 3 日

印

記

円

円

円

様式第15号(第２条関係）

八尾市校区まちづくり交付金精算書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名 ○○小学校区まちづくり協議会

実績報告額 1,094,700

精算額 231,800

所在地 八尾市△△町１－１－１

代表者氏名 八尾　花子

八尾市校区まちづくり交付金の交付について、下記の通り精算します。

概算払額 1,326,500
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様式第16号(第２条関係）

■ 年 2 月 2 日

■

ので協議します。

積立て申請額 円

〇 年度　　　　　円 円

〇 年度　　　　　 円

〇 年度 円 計 円

円

円

円

１ 積立て事業計画書（様式第17号）

２ 収支予算書（積立て）（様式第18号）

３ その他（　　　　　　　　　　　）

200,000

八尾市校区まちづくり交付金積立て協議書

（あて先）八尾市長

申請者 団体名

所在地

代表者氏名

※代表者本人が自署しない場合のみ、押印が必要です。

年度八尾市校区まちづくり交付金の交付について、下記の内容で積立てを行いたい

積立て取り組み名 〇〇まち協　20周年記念つながりづくり大作戦

積立て期間 令和〇年度　～　令和〇年度

実施予定日等 令和〇年〇月〇日（発表会、その他の取り組みについては年間を通して実施）

積立て計画

200,000

200,000

200,000 600,000

割合（A/B）上限25％ 15.7%

交付金積立て済額 0

添付資料

当該年度の積立て計画

積立て申請額(A) 200,000

当該年度交付申請額（B） 1,276,500
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様式第17号(第２条関係）

積立て事業計画書

積立て取り組み名 〇〇まち協　20周年記念つながりづくり大作戦

該当するわがまち推進計画 〇〇のまちづくり

実施予定場所
ワークショップ：集会所等、各行事の実施場所
20周年記念まち協発表会：小学校体育館

対象者 校区住民

参加予定人数 ワークショップ　延べ100人、まち協発表会200人

積立て理由

20周年という記念の年に、対話の場としての取り組みを年間を通して実施する
ことで、多くの校区住民を巻き込み、意見交換を進めていく。例年のイベント
に追加しての実施であることや、年間を通して多くのワークショップを実施す
る予定であること、その広報のための経費が必要となるため、積立て事業とし
て申請する。

取り組み内容について
(内容の詳細を具体的に

記載してください)

 〇〇まち協20周年記念つながりづくり大作戦として、〇〇まち協が20周年を迎
える令和〇年に、まち協の活動をより多くの人に知ってもらえるような広報活
動と、今後のまち協のあり方や活動についてワークショップを中心とした話し
合いを重ね、その内容をもとに20周年記念まち協発表会を開催し校区住民へ広
報する。

①まち協紹介冊子の作成
　まち協の活動をわかりやすく紹介し、PRにつながる冊子を作成する。冊子に
ついては、イベントや20周年記念発表会で配布する。
②まち協ワークショップ
　まち協の様々な地域行事において年間を通して、ワークショップを同時開催
する。あわせて、小学校の児童によるワークショップも開催する。「まち協で
こんな活動をしたい」などをテーマに、地域の課題解決等に関する内容を中心
に行い、様々な意見の集約につなげる。各ワークショップの内容をまとめたポ
スターを作成し、③のまち協活動紹介展示会で展示する。
③まち協活動紹介展示会の開催
　②で作成したポスターや、まち協の活動を紹介するポスターを作成し、④の
20周年記念まち協発表会で展示会を開催する。次年度以降についても、作成し
たポスターは地域行事等の際にあわせて展示し、様々な場所でのＰＲに活用す
る。
④20周年記念まち協発表会
　第一部として、まち協の活動や、実際の担い手による経験談、「まち協だと
こんなことができる！」「やっててよかったまち協活動！」などをテーマに担
い手によるディスカッションを行い、来場者にも自由に意見や質問を発言して
もらい、全員参加型のタウンミーティングを行う。
　第二部として、②のワークショップの「まち協でこんな活動をしたい！」で
でたアイデアをそれぞれのワークショップの代表者が発表し、来場者の投票を
実施する。１位を獲得したアイデアは、翌年度以降にワークショップの参加者
へも働きかけ、取り組みの検討等から参画してもらい、実施する。
　来場者には、記念品として、月ごとの行事や、まち協の活動やＨＰのＵＲＬ
を掲載したまち協ＰＲカレンダーを作成し配布する。

周知方法
（できるだけ詳細に記載

してください）

チラシ回覧、ポスター掲示、HP、SNSを通じて広報
まち協発表会についてはチラシを全戸配布

協働団体

協働の手法
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様式第18号(第２条関係）

年度　収支予算書（積立て）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

科目 内容 金額 備考

合計
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様式第８－３号(第２条関係）

積立て事業報告書

積立て取り組み名 〇〇まち協　20周年記念つながりづくり大作戦

該当するわがまち推進計画 〇〇のまちづくり

実施場所
ワークショップ：集会所等、各行事の実施場所（〇〇、〇〇）
20周年記念まち協発表会：小学校体育館

対象者 校区住民

参加人数 ワークショップ130人、まち協発表会250人

取り組み内容について
(内容の詳細を具体的に

記載してください)

〇〇まち協は令和〇年に20周年を迎えたため、〇〇まち協20周年記念つながり
づくり大作戦として、まち協の活動をより多くの人に知ってもらえるような広
報活動と、今後のまち協のあり方や活動についてワークショップを中心とした
話し合いを重ね、その内容を20周年記念まち協発表会で校区住民へ広報した。

①まち協紹介冊子の作成・・・1,000部
　まち協の活動をわかりやすく紹介した、PRにつながる冊子を1,000部作成し、
イベントや20周年記念発表会で配布した。冊子に掲載している活動内容の文章
などは開催したワークショップで簡易なブースを設け活動に対するコメントを
書いていただき、参加者の声を反映した。
②まち協ワークショップ・・・計４回（〇/〇、〇/〇・・）（各30名程度）
　今年度実施したまち協の地域行事（〇〇、○○・・）においてワークショッ
プを同時開催した。あわせて、小学校の児童によるワークショップも開催し
た。「まち協でこんな活動をしたい」などをテーマに、地域の課題解決等に関
する内容を中心に行った。各ワークショップの内容をまとめたポスターを作成
し、③のまち協活動紹介展示会で展示した。
③まち協活動紹介展示会の開催
　②で作成したポスターや、まち協の活動を紹介するポスターを作成し、④の
20周年記念まち協発表会で展示会を開催した。

取り組みの振り返り（よ
かった点・悪かった点）

周知方法
（手法、部数等詳細に記

載してください）

チラシ回覧（スーパーや商店街等に1,000部）、ポスター展示（３か所）、HP、
SNSを通じて広報（インスタ及びFacebookの投稿）
まち協発表会についてはチラシを全戸配布（8,000部）

協働団体

協働の手法
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様式第９－３号(第２条関係）

年度　収支報告書（積立て）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

整理用
紙番号

備考日付 科目 内容 金額

合計
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